
大府市住民税非課税世帯生活支援給付金（３万円）の申請にかかる申立書  

 

大府市長 様 

「大府市住民税非課税世帯生活支援給付金（３万円）」の申請に当たって、住所や世帯、課税の状

況などに特別な事情を抱える世帯であることを申し立てます。 

つきましては、住所、世帯等について変則的に取り扱ってくださいますようお願いします。 

 

 

私の世帯は、次の１から４の全ての要件に当てはまる世帯です。 

※１から４の全ての□にチェック（✓印）してください。 

□ １ 世帯全員の令和６年度（令和５年中所得）住民税が課税されていない世帯 

□ 
２ 世帯全員が、住民税が課税されている他の親族等の扶養を受けていない世帯 

（親族との死別や離別等の事情によって、扶養が継続していない場合を除く。） 

□ ３ 令和６年１月１日時点で日本国内に住民登録（生活拠点）があった世帯 

□ ４ 令和６年12月13日時点で大府市に住民登録（生活拠点）があった世帯 

 

 

私の世帯は、次の（ア）から（エ）のいずれかに当てはまる世帯です。 

詳細な内容については、必要に応じて根拠書類等を添付します。 

 

 

  配偶者やその他の親族からの暴力等を理由に避難しており、現在の住まいに住民票を移してい

ない（移していなかった）世帯 

 ※当てはまる□にチェック（✓印）してください。 

ＤＶ等避難に関する申立て 

□ 
「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」の規定に基づく命令が適用

されている世帯 

 □ 接近禁止命令 

 □ 退去等命令 

□ ＤＶ被害者支援機関の支援を受けている世帯 

 □ 「配偶者からの暴力の被害者の保護に関する証明書」【女性相談支援センター】 

 □ 申出受理書等【配偶者暴力相談支援センター】 

 □ 相談証明書等【大府市が指定するＤＶ被害者等支援機関等】 

 □ 住民基本台帳事務における支援措置申出書（写）【市民課（住民基本台帳担当課）】 

□ その他のＤＶ避難等の理由で住民票上の世帯との間に生活の一体性がない世帯 

 □ （                                  ） 

 

 

 

 

基本的な要件に関する申立て 

申請が必要な事情に関する申立て 

（ア）配偶者やその他親族からの暴力など（DV)を理由に避難している世帯 



 

基準日（令和６年12月13日）において、日本国内で生活していたが、いずれの市区町村にも住民

登録がなく、令和６年12月14日以降に大府市で新たに住民登録をした世帯 
    

新たに住民登録した方に関する申立て 

氏名 
（カナ） 

 

生年月日 
大正  昭和 
平成  令和 年    月    日 

住民登録日 令和      年    月    日 

令和６年12月13日時点 
の生活拠点の場所 

 

 

 

  ●令和６年１月２日から令和６年12月13日の間に、死亡、離婚、行方不明（警察署への行方不明

者届の届出がされている場合、家庭裁判所による失踪宣告がされている場合に限ります。）に

よって、世帯の方がいなくなったことで残された世帯が非課税相当になった世帯 

●令和６年１月２日から令和６年12月13日の間の離婚の結果、新たに生じた非課税世帯 
   

世帯構成の変化に関する申立て 

理由 
□死亡  □離婚  □行方不明 

※当てはまる□にチェック（✓印）してください。 

世帯から 

いなくなった方 

氏名 
（カナ） 

 

生年月日 
大正  昭和 
平成  令和 年   月   日 

令和６年度住民税の状況 □課税  □非課税 

世帯構成が 
変化した年月日 令和      年    月    日 

 

 

修正申告や更正請求等の税務手続によって、新たに支給要件に該当することになった世帯 

 

 

 

 本書の申立ての内容に相違ありません。 

令和７年   月   日 
申立人  

（署名） 
 

課税内容の変更に関する申立て 

新たに非課税に 

なった方 

氏名 
（カナ） 

 

生年月日 
大正  昭和 
平成  令和 年    月    日 

課税内容が 
変更された年月日 令和      年    月    日 

（イ）新規で住民登録した世帯 

（ウ）死亡、離婚、行方不明によって世帯構成が変化したことで非課税になった世帯 

（エ）課税内容の変更によって新たに非課税になった世帯 

署名 


